
第9回

1967年（昭和42年）
神ノ島灯台廃止

苅田港に浮かぶ無人島、神ノ島に灯台があ
ったのをご存知でしょうか。
神ノ島灯台は1953（昭和28）年に完成

しました。苅田港が準特定重要港湾に指定さ
れた2年後のことです。高さ9.7ｍの白い灯
台で、海面から50ｍの断崖に立ち、入港す
る船舶の指標となっていました。
しかし、1967（昭和42）年2月に土台下

の崖が風雨により浸食されて倒壊寸前になっ
たため、第7管区海上保安本部が照明機材を
撤去。4月20日に、「復旧の見込みなし」と
して運輸省が廃止を公示し、9月ごろ取り壊
されました。

▲写真は、合併直後の1955（昭和30）年3月、青年団が

見学したときの記念写真。当時、苅田町観光協会が発行し

たパンフレットの表紙に灯台の写真が掲載されており、町

の名所になっていたようです。（写真提供＝永田光生氏）

※町民文化祭のお知らせは11ページ
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災害見舞金・介護保険料減免について

●災害見舞金
＜対象＞全壊、半壊、床上浸水
＜認定基準＞
全壊：住家の損壊した部分の床面積が、その住家の延床面

積の70％以上に達したもの又は住家の主要構造物
の被害額が、その住家の時価の50％以上であるもの。

半壊：住家の損壊した部分の床面積が、その住家の延床面
積の20％以上70％未満のもの又は住家の主要構造
物の被害額が、その住家の時価の20％以上50％未
満であるもの。

●介護保険料
第1号被保険者又はその属する世帯の生計を主として維

持する者が所有する家屋、家財、その他の財産について生
じた損害が、その財産の価格の100分の30以上であると
き。ただし、保険料、損害賠償金等により補てんされる金
額は除きます。
①減免する保険料は、災害を受けた日以後に納期が到来す
る保険料に限ります。
②減免の基準、範囲は次のとおりです。

●申請に必要な書類
①災害見舞金支給申請書又は介護保険料減免申請書（健康
福祉課にあります。）
②罹災証明書（総務課にお問い合わせください）
③家屋復旧費用の見積書
④被害の写真

100万円を超え200万円以下 

200万円を超えるもの 

100万円以下 

当該年中の所得の見積額 

損　　害　　額 

100分の30以上 

100分の50未満 
100分の50以上 

100分の80

100分の60

100分の40

100分の100

100分の80

100分の60

●申請の締切
平成16年12月10日（金）

●申請・問い合わせ先

＜町税等の減免＞
総務部税務課　TEL 093・434・1115
町民税係（町民税・国民健康保険税）
固定資産税係（固定資産税）

＜災害見舞金・介護保険料の減免＞
民生部健康福祉課 TEL093・434・1848
社会福祉係（災害見舞金・介護保険料）
介護保険係（介護保険料）

＜罹災証明書＞
総務部総務課　TEL093・434・1112

※対象となる措置が複数ある場合の証明書等は１部で
かまいません。

被害にあわれた皆様へ
町税等の減免、災害見舞金、介護保険料の減免のお知らせ
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事　　　由 軽減、又は免除の割合 
死亡した場合 
生活保護法の適用の場合 
障害者となった場合 

全　　部 
全　　部 

10分の9

軽減、又は免除の割合 

全　部 

750万円を超えるとき 

前年の所得金額 

損害の程度 

500万円以下のとき 
750万円以下のとき 

10分の3以上 
10分の5未満 

10分の5以上 

2分の1
4分の1
8分の1

2分の1
4分の1

軽減、又は 
免除の割合 損　害　の　程　度 

被害面積が当該土地の10分の8以上 

10分の8
被害面積が当該土地の10分の6以上10分の8
未満 

被害面積が当該土地の10分の4以上10分の6
未満 
被害面積が当該土地の10分の2以上10分の4
未満 

10分の6

10分の4

全　　部 

軽減、又は 
免除の割合 損　害　の　程　度 

10分の8

10分の6

10分の4

全　　部 
全壊、流失、埋没等により家屋の原形をとどめ 
ないとき、又は復旧不能のとき 

屋根、柱、外壁、床、建具等主要構造部分が著 
しく損傷し、大修理を必要とする場合等で、当 
該家屋の10分の6以上の価値を減じたとき 
屋根、内壁、外壁、建具等に損傷を受け、居住 
又は使用の目的を著しく損じた場合等で、当該 
家屋の10分の4以上10分の6未満の価値を減 

じたとき 

屋根、内壁、畳等に損傷を受け、居住又は使用 
の目的を損じ、修理又は取替えを必要とする場 
合等で当該家屋の10分の2以上10分の4未満 
の価値を減じたとき 

町税等の災害減免について

④償却資産
前号に掲げる基準に準じて軽減、又は免除する。

●その他
①減免の対象となるのは災害以後に納期の到来するものに
限ります。既に納期限の過ぎたものは除かれます。（但し、
特別徴収により徴収される町民税は、10月徴収分から適
用）
②罹災のため納税困難な方については、納税の延期等の措
置があります。【徴収対策室】

●申請に必要な書類
①町税災害減免申請書（税務課にあります）
②罹災証明書（総務課にお問い合わせください）
③平面図
④見積書
⑤被害の写真
⑥保険金及び賠償金補填決定通知書等
⑦その他必要と認める書類等

●町民税、国民健康保険税
災害により住宅及び家財が、その価額の10分の3以上

（保険金、損害賠償金等により補填されるべき金額を差し
引く）の損害を受けた場合で、前年中の所得金額が1000
万円以下であるとき、次の区分による。

●町民税
災害により次の事由に該当することとなった場合、次の

区分によります。

●固定資産税
固定資産税が課せられている固定資産で、災害により損

害を受けた者については、次の各号に掲げる区分により固
定資産税を軽減、又は免除する。

②農地又は宅地以外の土地
前号に掲げる基準に準じて軽減、又は免除する。
③家屋

台風18号で
（9月7日）

この度の台風18号により被害を受けられた皆
様に心よりお見舞い申し上げます。
今回の台風で被害を受けられた方に対し、次

の基準により災害見舞金の支給及び税等の減免
（軽減等）の取り扱いをいたします。
これは住民の皆様からの申告制度となってお

りますので、該当される方は早急に手続きをお
願いします。
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苅
田
町
で
は
、
今
後
の
町
の
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
う
え
で
の
基
本
的
な
方
針
を
示
し

た
、
か
ん
だ
環
境
未
来
図
（
苅
田
町
環
境
基
本

計
画
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
日
の
環
境
問
題
は
行
政
だ
け
で
は
な
く
、

住
民
・
事
業
者
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に

応
じ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

環
境
未
来
図
で
は
計
画
の
推
進
体
制
と
し

て
、
行
政
サ
イ
ド
の
推
進
体
制
と
住
民
サ
イ
ド

の
推
進
体
制
を
つ
く
り
、
連
携
し
て
計
画
の
推

進
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
サ
イ
ド
の
計
画
推
進

組
織
で
あ
る
「
か
ん
だ
環
境
会
議
の
委
員
」
と

環
境
未
来
図
に
掲
げ
た
運
動
を
地
域
で
具
体
的

に
展
開
し
て
い
た
だ
く
た
め
の「
環
境
推
進
員
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

1

募
集
委
員

（
1
）「
か
ん
だ
環
境
会
議
」
委
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
委
員
と
し
て
、
環
境
未
来

図
の
推
進
に
関
す
る
住
民
運
動
の
総
合
的
な
企

画
や
調
整
、
行
政
に
対
す
る
施
策
の
提
言
な
ど

を
行
な
い
ま
す
。

（
2
）
環
境
推
進
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
委
員
と
し
て
、
環
境
未
来

図
に
掲
げ
た
運
動
と
具
体
的
な
推
進
方
策
を
分

科
会
単
位
で
検
討
を
行
な
い
、
地
域
で
具
体
的

に
展
開
し
て
い
た
だ
く
方
々
で
す
。

※
注：

「
か
ん
だ
環
境
会
議
委
員
」
と
「
環
境

推
進
員
」
を
兼
ね
て
も
結
構
で
す
。

2

任
期

か
ん
だ
環
境
会
議
の
委
員
及
び
環
境
推
進
員

の
任
期
は
、
環
境
未
来
図
の
計
画
期
間
で
あ
る

平
成
16
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
で
す
。

3

応
募
資
格

（
１
）「
か
ん
だ
環
境
会
議
」
委
員

○
一
般
公
募
委
員

町
内
に
居
住
又
は
勤
務
し
て
い
る
18
歳
以
上

の
方
（
高
校
生
は
除
き
ま
す
）
で
、
環
境
問
題

に
関
心
の
あ
る
方
、
又
は
こ
れ
か
ら
環
境
問
題

に
取
り
組
も
う
と
考
え
て
い
る
方

○
団
体
推
薦
委
員

環
境
未
来
図
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
団
体
で
あ
れ
ば
、
そ
の
所
在
地
は
問
い
ま

せ
ん
が
、
所
属
団
体
か
ら
推
薦
を
受
け
た
、
町

内
に
居
住
又
は
勤
務
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
方

（
高
校
生
は
除
き
ま
す
）

（
2
）「
環
境
推
進
員
」

町
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生

は
除
き
ま
す
）
で
、
環
境
問
題
に
関
心
の
あ
る

方
、
又
は
こ
れ
か
ら
環
境
問
題
に
取
り
組
も
う

と
考
え
て
い
る
方
で
、
地
域
で
活
動
を
し
て
い

た
だ
け
る
方

4

募
集
人
数

よ
り
多
く
の
方
々
に
環
境
未
来
図
の
計
画
推

進
に
参
加
を
頂
く
た
め
、
募
集
人
数
の
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
環
境
会
議
の
委
員
又
は
環
境
推
進

員
と
し
て
、
著
し
く
支
障
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ

る
と
町
長
が
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

5

応
募
方
法

委
員
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
苅
田
町
民
生
部
環
境
保
全
課
ま
で
、
郵
送
、

又
は
ご
持
参
下
さ
い
。（
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
可
）

応
募
用
紙
は
、
役
場
環
境
保
全
課
又
は
北
公

民
館
、
小
波
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
西

部
公
民
館
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

尚
、
応
募
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
子
メ
ー
ル

で
も
応
募
で
き
ま
す
の
で
、
詳
細
は
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

6

決
定
通
知

後
日
お
知
ら
せ
す
る
会
議
の
案
内
を
も
っ

て
、決
定
通
知
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

7

応
募
締
切
　
11
月
30
日
（
火
）
必
着

8

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

苅
田
町
民
生
部
環
境
保
全
課
環
境
係
　

（
〒
8
0
0
ー
0
3
9
2

苅
田
町
富
久
町
1

丁
目
19
ー
１
）

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
3
4
（
直
通
）

FAX
0
9
3
・
4
3
6
・
3
0
1
4
（
代
表
）

電
子
メ
ー
ル

a
kim
a
ru
-k@
to
w
n
.ka
n
d
a
.lg
.jp

「
か
ん
だ
環
境
会
議
」及
び

「
環
境
推
進
員
」委
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

か
ん
だ
環
境
未
来
図
の
計
画
推
進
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

▲苅田町環境審議会答申
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地球環境講演会　開催
世界50か国を歩き、自ら把握した地球の環境問題の現状を

エコロジスト松本英揮さんがスライド＆トークで軽快に語ります。

☆日時　11月6日（土）午後1時30分～3時30分（予定）

☆場所　パンジープラザ

（苅田町総合保健福祉センター）

☆講師　松本英揮さん
☆演題「変われ自分、家族、そして街」
☆入場料　無料

☆主催　地球環境と子どもを守る会

☆後援　苅田町　苅田町教育委員会

☆問い合わせ先　

地球環境と子どもを守る会

代表　山中眞一

苅田町大字二崎367ー1

℡090・1920・0497

グローバルな視点を持って、地球環境に貢献するまち 
環境教育等 

分　　野 基　　本　　目　　標 
水 

空気 
音 
ごみ 

自然 
まちなみ 
歴史・文化 
地球環境 

いきものを育む川や海と水資源を大切にするまち 
青い空とさわやかな香りのするまち 
ここちよい静けさのあるまち 
みんながルールを守り、資源を循環させるまち 

みどり豊かな自然を身近に体験できるまち 
自然と調和した未来に誇れる景観のまち 
未来へ受け継ぐ歴史・文化のまち 

一人ひとりが環境を考え行動するまち 

《
環
境
未
来
図
で
め
ざ
す
環
境
像
》

環
境
未
来
図
を
進
め
る
こ
と
で
実
現
す
る

将
来
の
環
境
像
を
示
し
ま
す
。
こ
こ
で
示
す

環
境
像
は
環
境
未
来
図
全
体
に
か
か
わ
る
総

合
的
な
目
標
と
な
り
ま
す
。

「
も
の
づ
く
り
と
自
然
が
共
生
す
る
環
の
ま

ち
か
ん
だ
を
目
指
し
て
」

《
達
成
す
べ
き
分
野
ご
と
の
基
本
目
標
》

環
境
を
構
成
す
る
個
別
の
分
野
ご
と
に
め

ざ
す
目
標
を
示
し
ま
す
。
分
野
と
目
標
は
左

表
に
示
す
と
お
り
で
す
。

《
進
め
る
べ
き
取
組
》

よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
う

え
で
、
住
民
・
事
業
者
・
行
政
が
果
た
す
べ

き
役
割
を
示
し
ま
す
。
概
要
は
6
ペ
ー
ジ
に

示
す
と
お
り
で
す
。

《
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、「
進

め
る
べ
き
取
組
」
に
示
し
た
様
々
な
項
目
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
特
に
重
点
的
に

取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
運
動
内
容
を
示
し
ま
す
。
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要
に
つ
い
て
は
7
ペ
ー
ジ
に
示
す

と
お
り
で
す
。

《
計
画
の
推
進
》

環
境
未
来
図
を
着
実
に
進
め
る
た
め
の
体

制
な
ど
を
示
し
ま
す
。
環
境
未
来
図
で
は
、

住
民
・
事
業
者
・
行
政
が
連
携
し
て
推
進
に

あ
た
っ
て
い
く
た
め
の
体
制
を
整
え
ま
す
。

推
進
体
制
の
概
要
に
つ
い
て
は
7
ペ
ー
ジ
に

示
す
と
お
り
で
す
。

も

のづ
くり
と自然

が共生する環のまち　かんだを目指し
てかんだ環境未来図の概要 
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水 

空気 

音 

ごみ 

自然 

まちなみ 

歴史・文化 

地球環境 

環境教育等 

いきものを育む川や海と 
水資源を大切にするまち 

青い空とさわやかな香り 
のするまち 

ここちよい静けさのあるまち 

みんながルールを守り、資源 
を循環させるまち 

みどり豊かな自然を身近に 
体験できるまち 

自然と調和した未来に誇れる 
景観のまち 

未来へ受け継ぐ歴史・文化 
のまち 

グローバルな視点を持って 
地球環境に貢献するまち 

一人ひとりが環境を考え 
行動するまち 

●川・池・海の自然の保全と自然性の向上の推進 
●貴重な動植物の生息・生育環境の保全 
●自然景観の保全の推進 
●自然とのふれあいの促進 
●自然環境に関する啓発の推進 

●きれいな川・海の確保 
●水資源の保全 
●うるおいのある水辺環境の創造 
●水に関する啓発活動の推進 

●大気汚染対策の推進 
 
●ダイオキシン類対策の推進 
 
●悪臭対策の推進 

●自動車交通対策の推進 
 
●工場等固定発生源対策の推進 
 
●航空機対策の推進 

●ごみの減量・リサイクルの推進 
●不法投棄対策の推進 
●町全体が一丸となった美化活動の展開 
●情報提供・啓発の推進 

●美しく快適なまちなみの創造 
 
●歴史的要素を活用した景観づくりの推進 
 
●まちぐるみの景観づくりの推進 

●歴史的資源の適切な保存・管理と活用の推進 
 
●苅田の歴史・文化を学ぶ場の整備 

●二酸化炭素対策の推進 

●体系的な環境教育体制の確立 
●環境教育のための支援策の推進 
●総合的な啓発の推進 
●安全なくらしの確保 
●連携の強化 

住民・事業者・行政の取り組むべき役割を示します
環境未来図では、「住民・事業者・行政が、環境づくりにあたって、どのような役割を果たすのか」を明
確に示します。
次に示した内容を、各主体が進めることで、分野ごとの基本目標を達成し、めざす環境像を実現させます。
また、達成の度合いを把握するために、代表的な項目については、数値目標を掲げ、客観的な評価を行ない
ます。

『進めるべき取組』

かんだ環境未来図の概要
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行政サイドの計画推進組織 住民サイドの計画推進組織 

 

苅田町環境審議会 

環境未来図推進会議（仮称） 

町　　長 

 関係各課 環境担当課 
（環境保全課） 

答申 諮問 

提案 報告 

調整 報告 

報告 住民・事業者・各種団体 

かんだ・環境とくらしUP会（仮称） 

役　　員　　会 

環境推進員 
（活動分科会） 

提案 報告 

周知 意見・参加 

提言 

報告 

 

必
要
に
応
じ
関
係
課
職
員
を
派
遣 

1.　環境に配慮したクルマとのつきあい運動 
2.　環境と家計に役立つ環境家計簿運動 
3.　無駄な包装を減らすマイバッグ運動 
4.　いらない人からいる人へ「もの」をつなぐフリーマーケット運動 
5.　捨てずに資源とするための資源回収運動 
6.　生命を育む水を取り戻すクリーン・リバー運動 
7.　モデル河川における生きものよびもどし運動 
8.　町全体で活動する環境リーダー育成運動 
9.　環境を大切にする児童・生徒を育てる学校教育推進運動 
10.　環境教育を進めるための副読本づくり運動 

■重点プロジェクトとして進める10の運動 

『重点プロジェクト』

『計画の推進』

特に重要な課題について率先的な運動を進めます

苅田町において、特に重要な課題で、住民・事業者・行政が連携して取り組むべきものについては、重
点プロジェクトとして、次に示す10の具体的な運動内容を示します。

住民・事業者による推進組織を作り、みんなで進め、管理する計画とします。
計画の推進は、「実際に動く計画」づくりを進めるうえで最も重要な要素のひとつです。
環境未来図では、次の図に示す住民・事業者で構成する住民サイドの推進組織と行政サイドの推進組織の
２つの組織が連携して、計画の推進・管理を行います。これにより、苅田町に住むみんなの手で動かしてい
く計画とします。

かんだ環境未来図の概要
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す
み
き
っ
た
秋
空
の
中
、

山
笠
14
基
が
集
う
！

10
月
３
日
、
福
岡
県
無
形
文
化
財
・
苅
田
山

笠
（
宇
原
神
社
神
幸
祭
）
14
基
が
役
場
前
広
場

に
集
結
、
華
や
か
で
勇
壮
な
姿
を
競
い
合
い
、

多
く
の
見
物
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

まちのわだい Town
News

宇原神社神幸祭

苅田山笠
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澄
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が
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。
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・
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不
同
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相談が相次ぐ『パソコン内職』

高額な商品等を購入させる内職の契約は避ける

『パソコン内職』とは、自宅でパソコンを使ってホーム
ページ作成やデータ入力等の内職をしないかと勧誘し、内
職に必要である教材等を販売する取引です。

〈消費者へのアドバイス〉
以下の4点に気をつけましょう
①仕事をする前に何らかの代金を支払う契約は避けたほう
がよい
②試験が簡単というセールストークは信じない
③概要書面・契約書面には必ず目を通し、報酬などを確認
する
④クレジット契約を組むために契約内容と実態が違うよう
な契約はしない

〈相談内容〉

「月3～4万円は稼げるので、教材代を払っても報酬が手

元に残る」、「仕事をするためには試験を受けてもらう必要

があるが、誰でも簡単に合格できるから大丈夫」等と、

月々の収入を保証したり、簡単に利益が得られることを強

調して誘うことが特徴です。ところが、実際には「セール

ストークのような収入は得られない」、「業者の社内試験が

難しくて合格できない」等の苦情になっています。相談か

らみると仕事を提供する勧誘をしながら、実は商品等を販

売することが目的です。

このような「業務提供誘引販売取引」であれば、契約書

を受け取った日から20日間はクーリング・オフ（無条件解

除）ができます。たとえクーリング・オフ期間が過ぎても

不審に思ったら消費生活相談窓口に相談しましょう。

●苅田町消費生活相談受付件数　9月分　38件

苅田町 
悪質商法 

勉強室 勉強室 
苅田町消費生活相談窓口 
月・水・金曜日 午前9時～ 
TEL 093・434・6521 
（ ） 

まちのわだい Town
News

3連覇を目指します
中田さんが空手世界大会で２連覇
中田輝美さん（与原）が9月22、23日に日本武道

館で開催された第9回松濤杯争奪世界空手道選手権大
会の個人女子形の部で優勝しました。中田さんは
2000年に行われた世界大会も優勝しており2連覇を
果たしました。この大会には世界約50か国から選手が
参加し、個人女子形の部には54名が出場しました。中
田さんは「世界大会で2連覇できとてもうれしい。こ
れからも3連覇を目指し、選手として自覚を持って一
日一日を過ごしていきます。また指導者として、子ど
もたちに空手はもちろん、それ以外のものも教えてい
きたいと思います。」と話していました。

きれいな町にしましょう
苅田地区婦人会が清掃活動を実施
10月8日、苅田地区婦人会（角野祥子会長）のみな

さんが、町内のゴミ拾いを行いました。この日はあい
にく雨が降っていましたが、婦人のみなさんは楽しそ
うに町内をきれいに清掃してくれました。角野会長は
「最近は以前に比べみなさんのマナーが良くなり、ゴミ
が少なくなってきました。また、積極的に清掃活動を
行っている方もおり、大変うれしく思います。これか
らも町をきれいにするために、このような活動を行っ
ていきます。」と話していました。
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11月3日（祝） 午後1時30分～3時 
○文化講演会 「『目利き』の人生談義」 

講師：中島誠之助さん 

11月6日（土） 

11月7日（日） 

午前10時～午後4時30分 

午前9時30分～午後3時30分 

○謡曲 

○詩舞 
 

○日舞 ○洋舞 ○大正琴 
○カラオケ ○コーラス ○民謡 

11月2日（火）～4日（木） 
三原文化会館 午前9時～午後4時 

11月2日（火）～7日（日） 
午前9時～午後4時 三原文化会館 

11月2日（火）～7日（日） 
午前9時～午後4時 

午前10時～午後5時30分 
11月3日（火）～7日（日） 

中央公民館 

図　書　館 
（11月3日は12時より） 

11月3日（祝　文化の日） 午前9時～午後3時 

○華道展 

○日本画展 

○山野草展 

○彫刻展 

○書道展 
 

○創作粘土展 
○俳句・短歌展 

○洋画展 

○写真展 

○手芸展 

○染色展 

○茶会（三原文化会館　2階　茶室） 

★ステージ部門（中央公民館大ホール） 

★展示部門 

★催し部門 

古美術鑑定家・エッセイスト 

※片島・白川方面の方はパンジー号の利用もできます。 

全国の連句愛好者が一堂に会して、講
演会・実作会等を通して言葉による表現
を探求する祭典が開催されます。
●日時　11月13日（土）

午前9時30分～午後4時
●場所　苅田町総合体育館
●内容　開会式・表彰式・講演会・実

作会・閉会式

講演会「大名の俳諧」
講師　佐賀大学教授

井上　敏幸 さん

町 
民 
文 
化 
祭 

第26回 

※くわしくは教育委
員会生涯学習課文化
係へ。
（TEL093・434・
1982）へ

第19回国民文化祭・ふくおか2004

文芸祭 連句大会 

※くわしくは生涯学習課文化係
（TEL093・434・1982）へ。

申込・問い合わせ 093・436・0061 
 ※定員になり次第締め切ります。 

中央公民館 

申込・問い合わせ 093・434・9000 
 ※定員になり次第締め切ります。 

北公民館 

11月1日（月）午前8時30分から受付開始　　

アメリカンフラワー講座 お部屋を飾りましょう！
★日時　11月19日から毎月第1・3金曜日　午後1時～4時　全7回
★講師　渭川美代子さん　★定員　15人
★材料代　3500円（1作品分前納）
★持参品　タオル、ティッシュ、ラジオペンチ、筆記用具
※見本は北公民館にあります。
「西洋料理講座」「年賀状はがき絵講座」は引き続き募集しています。
詳細については（10月10日号）をご覧下さい。

「手打ちうどん講座」は引き続き募集しています。詳

細については（10月10日号）をご覧ください。

へ 
行こう 

公民館 

申込・問い合わせは 
直接、各公民館へ 
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戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
へ

与
原
小
学
校
　
六
年
藤
冨
　
香
菜
子

広
島
研
修
に
行
き
た
く
さ
ん
の
事

を
学
び
ま
し
た
。
そ
こ
で
も
っ
と

「
平
和
っ
て
大
切
だ
な
」
と
思
い
ま

し
た
。
ま
ず
被
爆
体
験
者
の
松
原
さ

ん
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

当
時
松
原
さ
ん
は
、
中
学
一
年
生

で
し
た
。
広
島
に
落
と
さ
れ
た
原
子

爆
弾
は
卵
十
五
個
分
の
重
さ
で
す
。

ア
メ
リ
カ
軍
は
昭
和
二
十
年
の
春
か

ら
広
島
の
中
心
に
原
爆
を
落
と
す
の

を
決
め
て
い
た
の
で
す
。

八
月
六
日
午
前
八
時
十
五
分
前

に
、
三
度
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
て
い
ま

し
た
。
松
原
さ
ん
た
ち
兄
弟
は
お
父

さ
ん
の
作
っ
た
近
く
の
穴
に
か
く
れ

た
け
ど
三
度
と
も
落
と
さ
れ
な
か
っ

た
の
で
す
。
で
も
午
前
八
時
十
五
分

に
サ
イ
レ
ン
も
鳴
ら
ず
に
落
と
さ
れ

た
原
爆
の
せ
い
で
十
四
万
人
も
の
人

の
命
が
な
く
な
り
、
広
島
は
焼
け
野

原
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
の
で
す
。

松
原
さ
ん
は
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
所
に
居
た
の
で
、
大
き
な
や
け

ど
を
し
て
い
ま
す
。
や
け
ど
は
時
間

が
た
っ
て
も
き
え
ま
せ
ん
。
松
原
さ

ん
の
妹
は
、
今
で
も
体
に
ガ
ラ
ス
が

入
っ
て
る
そ
う
で
す
。

今
、
私
が
み
ん
な
に
伝
え
た
い
事

は
「
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
死
な
な

い
で
、な
か
よ
く
す
ご
し
て
下
さ
い
」

と
い
う
松
原
さ
ん
の
願
い
で
す
。

戦
争
の
せ
い
で
病
気
に
な
っ
た
人

の
一
人
、
佐
々
木
禎
子
さ
ん
。
禎
子

さ
ん
も
被
爆
し
た
け
ど
、無
き
ず
で
、

元
気
で
活
発
な
少
女
に
成
長
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
十
年
に
白

血
病
と
診
断
さ
れ
、入
院
し
ま
し
た
。

折
り
づ
る
を
千
羽
折
れ
ば
病
気
が

治
る
と
聞
い
た
禎
子
さ
ん
は
、
薬
の

包
み
紙
な
ど
で
つ
る
を
折
り
続
け
た

け
ど
、十
二
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
病
気
で
な
く
な
っ

た
人
も
何
人
も
い
る
の
で
す
。

広
島
に
は
二
つ
の
橋
が
あ
り
ま

す
。
平
和
公
園
の
西
側
と
東
側
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
上
に
反
っ
た
ら
ん

干
と
、
そ
の
両
は
し
に
取
り
付
け
ら

れ
た
半
球
形
の
物
体
が
「
日
の
出
＝

未
来
」
を
表
し
、
地
中
に
し
ず
ん
だ

ら
ん
干
の
両
は
し
が
　
「
日
ぼ
つ
＝

過
去
」
を
表
し
て
い
ま
す
。
広
島
で

は
、
こ
ん
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
、
八
月
六
日
の
平
和

祈
念
式
で
は
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
小
さ
な
子
供
か
ら

お
年
寄
り
、
外
国
の
人
も
来
て
い
ま

し
た
。

広
島
に
初
め
て
原
爆
が
落
と
さ
れ

て
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
が
平
和
に

つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
原
爆
が
日
本
に
落
と

さ
れ
な
か
っ
た
ら
、
今
ご
ろ
日
本
も

核
兵
器
を
つ
く
っ
て
い
た
で
し
ょ

う
。過

去
に
お
こ
し
た
失
敗
を
二
度
と

く
り
返
さ
な
い
よ
う
に
、
戦
争
の
苦

し
み
や
平
和
の
大
切
さ
、
あ
り
が
た

さ
を
知
っ
た
私
た
ち
が
先
頭
に
立

ち
、
世
界
中
の
人
に
伝
え
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
今
の
私
た
ち

に
出
来
る
大
切
な
仕
事
で
す
。

「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
推
」
進
事
業

2
0
0
4
広
島
平
和
祈
念
研
修

戦
争
の
悲
惨
さ
を
学
び
、
平
和
の
尊

さ
を
永
遠
に
語
り
つ
ぐ
た
め
に

作
文
集
「
平
和
の
ね
が
い
」
に
入
選
し
た
町
内
の

小
学
・
中
学
生
の
代
表
者
24
名
が
8
月
6
日
に
開
催

さ
れ
た
広
島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
・
平
和
祈
念
式

典
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
に
先
立
ち
7
月
29
日
に
中
央
公
民
館
で
、

入
選
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
表
彰
状
・
記
念
品
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。

8
月
6
日
　
8
時
15
分
、
広
島
市
平
和
公
園
で
は
、

参
加
者
四
万
人
が
見
守
る
中
、
静
か
に
響
く
鐘
の
音

と
と
も
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
町
内
小
・
中
学
校

代
表
の
24
名
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
説
明

に
よ
り
爆
心
地
付
近
、
平
和
公
園
周
辺
の
慰
霊
碑
・

原
爆
ド
ー
ム
・
平
和
記
念
資
料
館
等
を
見
学
し
、
戦

争
の
恐
ろ
し
さ
、
平
和
で
あ
る
事
の
大
切
さ
を
強
く

感
じ
、
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
と
誓
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
」
推
進
事
業

と
し
て
、
こ
の
研
修
の
他
に
作
文
集
「
平
和
の
ね
が

い
第
17
集
」
を
発
行
し
、
学
校
及
び
公
共
施
設
に
配

布
し
ま
し
た
。
8
月
3
日
〜
9
日
ま
で
は
各
公
民
館

に
お
い
て
平
和
祈
念
パ
ネ
ル
展
を
行
い
、
8
月
3
日

〜
8
月
6
日
ま
で
は
日
替
り
で
各
公
民
館
で
平
和
祈

念
映
画
上
映
会
を
行
い
広
く
町
民
に
呼
び
か
け
ま
し

た
。つ

ぎ
に
掲
載
し
て
い
る
作
文
は
、
研
修
に
参
加
し

た
児
童
・
生
徒
に
よ
る
も
の
で
す
。（
全
文
原
稿
の
と

お
り
）
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像
を
造
ろ
う
と
呼
び
か
け
を
し
ま
し

た
。
各
地
か
ら
よ
せ
ら
れ
た
、
ぼ
金

で
、
原
爆
の
子
の
像
が
完
成
し
て
一

九
五
八
年
五
月
五
日
に
除
幕
式
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

さ
だ
こ
さ
ん
の
話
は
今
も
戦
争
の

恐
ろ
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
広
島
に
こ
れ
て
と
て
も

良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

修
学
旅
行
の
時
と
、
広
島
の
こ
と

を
合
わ
せ
る
と
す
ご
く
い
っ
ぱ
い
原

子
爆
弾
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

原
子
爆
弾
一
発
落
と
さ
れ
た
だ
け

で
、
き
れ
い
な
町
が
、
は
い
き
ょ
と

か
し
て
、
放
射
線
で
多
く
の
人
た
ち

が
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
だ
外
国
に
は
、
今
の
原
子
爆
弾

の
倍
の
威
力
を
持
っ
た
原
子
爆
弾
が

あ
る
そ
う
で
す
。
三
発
か
四
発
で
日

本
が
な
く
な
る
と
聞
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
ぼ
く
は
、
戦
争
の
な
い
み

ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
世

の
中
に
し
た
い
で
す
。

ぼ
く
が
、
見
て
聞
い
た
戦
争
の
恐

ろ
し
さ
を
同
級
生
や
下
級
生
や
す
べ

て
の
人
に
も
伝
え
て
行
け
た
ら
い
い

な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
の
つ
め
あ
と

苅
田
小
学
校
　
六
年
　
泉
　
弘
幸

八
月
五
日
火
曜
日
ぼ
く
は
、
広
島

に
行
き
ま
し
た
。

広
島
に
来
て
最
初
に
、
さ
だ
こ
の

塔
と
言
う
所
に
行
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
千
羽
鶴
を
さ
さ
げ
て
被
爆
の
え

い
き
ょ
う
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の

霊
を
、
お
が
む
た
め
に
あ
り
ま
す
。

ぼ
く
は
、
か
わ
い
そ
う
だ
な
ぁ
と
思

い
な
が
ら
、
お
が
み
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
、
さ

だ
こ
さ
ん
と
さ
だ
こ
の
塔
の
こ
と
を

調
べ
ま
し
た
。
さ
だ
こ
さ
ん
は
、
二

才
の
時
に
爆
心
地
か
ら
一
・
七
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
は
な
れ
た
、
く
す
の
木
町

で
被
爆
し
ま
し
た
が
無
傷
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
運
動
会
の
リ
レ
ー
選
手

で
活
や
く
す
る
な
ど
元
気
な
少
女
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
で
も
六
年
生
の
時

に
と
つ
ぜ
ん
発
し
ょ
う
し
て
翌
年
の

一
九
五
五
年
二
月
に
白
血
病
と
診
断

さ
れ
て
広
島
赤
十
字
病
院
に
入
院
し

ま
し
た
。

折
り
鶴
を
千
羽
お
っ
た
ら
願
い
が

か
な
う
と
聞
い
た
さ
だ
こ
さ
ん
は
、

折
り
鶴
を
薬
の
紙
な
ど
で
千
羽
以
上

お
っ
た
ん
だ
け
ど
願
い
も
と
ど
か
ず

一
二
才
の
短
い
生
が
い
を
終
え
ま
し

た
。さ

だ
こ
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
と
聞

い
た
同
級
生
た
ち
が
中
心
に
な
っ

て
、
さ
だ
こ
さ
ん
と
原
爆
で
亡
く
な

っ
た
多
く
の
子
供
た
ち
の
霊
を
慰
霊

し
、
平
和
を
ま
も
る
た
め
の
記
念
の

広
島
に
行
っ
て
思
っ
た
こ
と

苅
田
中
学
校
　
　
楠
城
　
裕
美

八
月
六
日
、
平
和
学
習
を
す
る
た

め
に
広
島
に
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
は

と
て
も
楽
し
い
旅
行
で
も
あ
っ
た
け

ど
、
同
時
に
戦
争
を
と
て
も
身
近
に

感
じ
た
旅
行
で
し
た
。

私
達
は
原
爆
資
料
館
に
行
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
私
は
思
わ
ず
冷
や
汗
を

か
き
ま
し
た
。
一
瞬
に
し
て
焼
け
こ

げ
た
の
で
し
ょ
う
。
着
物
の
柄
が
皮

膚
に
焼
き
つ
い
た
女
性
や
ま
る
で
布

の
よ
う
に
ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ
に
な
っ
た

板
、
そ
し
て
焼
け
た
だ
れ
て
顔
の
形

す
ら
は
っ
き
り
残
っ
て
い
な
い
家
族

な
ど
、
被
爆
し
た
と
き
の
悲
痛
な
叫

び
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
し
た
。

そ
し
て
、
私
達
は
よ
り
深
く
戦
争

を
知
る
た
め
に
実
際
に
被
爆
の
方
に

会
っ
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の

日
は
空
襲
警
報
が
な
ら
な
か
っ
た
の

で
、
友
達
と
い
つ
も
の
よ
う
に
農
作

業
を
手
伝
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ

の
時
、
ふ
と
上
を
見
上
げ
る
と
真
っ

赤
な
火
の
玉
が
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で

落
ち
て
き
て
、
そ
れ
は
ま
る
で
太
陽

が
落
ち
た
か
の
よ
う
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
私
は
そ
の
信
じ
ら
れ
な
い
光
景

の
中
に
、も
し
自
分
が
い
た
ら
…
…
、

と
考
え
る
だ
け
で
怖
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
の
も
の
す
ご
い
恐
怖

の
中
で
十
四
万
人
も
の
人
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。
で
も
、
広
島
を
恐
怖
で

い
っ
ぱ
い
に
さ
せ
た
ウ
ラ
ン
の
量

は
、
わ
ず
か
卵
十
五
個
分
し
か
な
か

っ
た
そ
う
で
す
。
私
は
、
こ
の
こ
と

を
聞
い
て
す
ご
く
悲
し
く
な
り
ま
し

た
。
た
っ
た
の
卵
一
パ
ッ
ク
ほ
ど
し

か
な
い
毒
に
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
多
く

の
人
々
が
苦
し
め
ら
れ
な
け
れ
ば
い

け
な
か
っ
た
の
か
。
そ
う
思
う
と
、

原
爆
が
と
て
も
憎
く
て
た
ま
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
ん
な
に
害
の
あ
る
原

爆
を
今
で
も
保
有
し
て
い
る
国
が
七

カ
国
も
あ
る
の
で
す
。
私
は
と
て
も

驚
い
た
の
と
同
時
に
腹
が
立
ち
ま
し

た
。
そ
ん
な
に
他
の
国
が
信
じ
ら
れ

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。「
平
和
と
は

何
で
す
か
。」
と
、
聞
か
れ
た
ら
、

私
は
互
い
に
信
じ
あ
う
こ
と
だ
と
答

え
ま
す
。
信
じ
あ
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
核
兵
器
は
必
要
な
く
な
る
し
、

全
世
界
に
友
好
関
係
が
築
け
る
か
ら

で
す
。
誰
だ
っ
て
険
悪
な
関
係
に
な

る
よ
り
も
楽
し
く
仲
の
良
い
関
係
の

ほ
う
が
、
気
持
ち
が
い
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
国
境
は
関
係
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
全
人
類
に
可
能

な
こ
と
な
の
で
す
。

こ
れ
は
、「
戦
争
」
と
い
う
規
模

の
大
き
な
も
の
か
ら
私
達
の
さ
さ
い

な
ケ
ン
カ
と
い
う
小
さ
い
も
の
ま
で

全
て
に
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
相
手
の

こ
と
が
信
じ
ら
れ
な
い
か
ら
「
攻
撃

さ
れ
る
前
に
す
る
」
と
い
う
考
え
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
も
し

信
じ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
「
私
を
攻

撃
す
る
わ
け
が
な
い
」
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

私
は
、
こ
の
世
界
か
ら
核
兵
器
が

な
く
な
る
の
を
強
く
信
じ
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
で
き
る
こ

と
は
そ
れ
く
ら
い
し
か
な
い
け
ど
、

き
っ
と
役
に
た
て
る
は
ず
だ
と
信
じ

て
い
ま
す
。
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心
に
焼
き
つ
い
た
絵

新
津
中
学
校
　
　
宮
廻
　
潤
子

一
九
七
五
年
八
月
六
日
、
広
島
に

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
日
か
ら
五

十
九
年
が
経
っ
た
日
、
私
は
広
島
で

た
く
さ
ん
の
事
を
学
び
ま
し
た
。
被

爆
さ
れ
た
方
の
お
話
を
聞
い
た
り
、

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
す
ぐ
後
の

何
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
広
島
の

写
真
な
ど
、
目
を
ふ
さ
ぎ
た
く
な
る

よ
う
な
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。で
も
、

し
っ
か
り
見
て
き
ま
し
た
。
原
子
爆

弾
の
恐
ろ
し
さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に

伝
え
る
た
め
に
。

私
は
、
広
島
で
平
和
に
つ
い
て
の

勉
強
を
し
て
い
て
、
た
く
さ
ん
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
私
が
一
番
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
た
の
は
、
講
話
の
と

き
で
す
。
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
は
、
松
原
さ
ん
と
い
う
方
で
、
当

時
の
様
子
を
全
身
を
使
っ
て
お
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。松
原
さ
ん
は
、

自
分
で
描
い
た
そ
の
当
時
の
様
子
の

絵
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今

ま
で
に
見
た
写
真
な
ん
か
よ
り
、
と

て
も
残
酷
な
も
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。
お
そ
ら
く
、
ず
っ
と
今
ま
で
自

分
の
目
に
、
体
に
、
心
に
焼
き
つ
い

て
い
た
光
景
な
の
で
し
ょ
う
。
こ
ん

な
に
長
い
間
人
々
を
苦
し
め
て
い
る

原
子
爆
弾
は
、
二
度
と
使
わ
れ
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
何
万
人
も
の
人
が
死
ん
だ
り
、

傷
つ
い
た
り
、
一
生
心
に
傷
を
負
っ

た
り
す
る
の
で
す
。

他
に
も
た
く
さ
ん
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
た
。
す
で
に
近
代
的
な
町
並

み
に
な
っ
た
広
島
市
の
中
に
、
ひ
っ

そ
り
と
あ
る
原
子
爆
弾
の
跡
に
は
、

ど
れ
程
大
き
な
爆
発
が
起
こ
っ
た
の

か
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
原
爆
資

料
館
で
も
、
皮
ふ
が
た
だ
れ
て
し
ま

っ
て
体
中
に
傷
を
負
っ
た
人
が
歩
い

て
い
る
様
子
を
人
形
で
展
示
し
て
あ

っ
た
り
、
火
傷
し
た
人
の
写
真
が
あ

っ
た
り
し
ま
し
た
。
で
も
、
私
の
心

に
深
く
つ
き
さ
さ
っ
た
の
は
、
や
は

り
被
爆
さ
れ
た
方
の
絵
で
し
た
。
こ

ん
な
光
景
か
自
分
の
目
の
前
に
広
が

っ
て
い
た
ら
と
思
う
と
、
と
て
も
恐

ろ
し
く
な
り
ま
し
た
。
一
番
覚
え
て

い
る
の
は
、
井
戸
の
よ
う
な
水
が
あ

る
と
こ
ろ
に
、
何
十
人
も
の
人
が
水

を
飲
み
に
や
っ
て
き
て
、
そ
の
中
で

重
な
り
合
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
様

子
を
描
い
た
絵
で
す
。
絵
を
見
た
だ

け
で
も
こ
ん
な
に
覚
え
て
い
る
の

に
、
実
際
に
見
た
、
こ
の
絵
を
描
い

た
人
は
ど
ん
な
に
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。

私
が
一
つ
原
爆
資
料
館
や
平
和
記

念
式
典
で
嬉
し
く
思
っ
た
の
は
、
外

国
の
人
が
た
く
さ
ん
来
て
い
た
こ
と

で
す
。
原
子
爆
弾
の
恐
ろ
し
さ
を
学

ぶ
た
め
に
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
来
て
く

れ
て
い
る
の
を
見
て
、「
原
子
爆
弾

に
関
心
を
持
ち
、
反
対
を
し
て
い
る

人
た
ち
が
こ
ん
な
に
い
る
。」
と
、

嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
私
達
の
声
は

世
界
に
も
届
い
て
い
る
ん
だ
と
思
い

ま
し
た
。

で
も
、
ま
だ
世
界
は
原
子
爆
弾
を

作
っ
て
い
ま
す
。
原
子
爆
弾
な
ど
を

保
有
し
て
い
る
の
は
、
強
い
こ
と
だ

と
勘
違
い
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

そ
ん
な
考
え
を
根
絶
す
る
た
め
に

も
、
私
た
ち
は
平
和
を
叫
び
続
け
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
と
思
い
ま

す
。
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消防 こちら消防本部です 
TEL０９３・４３４・０１１９ 

１１９番 

平成16年 

9月中 9月中 9月中 9月中 　 累計 
（１月～9月） 

　 累計 
（１月～9月） 

　 累計 
（１月～9月） 

　 累計 
（１月～9月） 

1
1

　0

15

＋14
0

－8 ＋18

平成15年 
前年比 

火災出動件数 救急出動件数 救助出動件数 その他出動件数 
区　分 

火災・救急・救助・その他　出動状況 （平成16年9月分） 

15
0

111
97

982
911
 ＋71

4

＋4

16
24

5
10
－5

70
52

林野火災空中消火訓練の参加

総務省消防庁と独立行政法人国際協力機構（JICA）
が協力して行っている海外消防技術協力の一環とし
て北九州消防局に昭和63年から開設し、消防技術に
対する国際的評価を高めることを目的として実施し
ています。
今年度も10か国10名のJICA研修生として北九州

消防局「消防訓練センター」に7月20日～10月19
日（92日間）入所しています。
研修の一環として、10月4日に平尾台自然郷にお

いて、小倉南区を管轄としている小倉南署を中心と
し、北九州消防局の航空隊と苅田町消防本部が合同
で林野火災消火訓練の実施及びJICA研修生のサポー
トとして、バンビバケットの給水及び散水訓練の指
導をしました。

●
実
施
期
間

11
月
9
日
（
土
）
〜
11
月
15
日

（
金
）
の
7
日
間

●
統
一
標
語

「
火
は
消
し
た
？

い
つ
も
心
に

き

い
て
み
て
」

●
目
的

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
る
に

当
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る

死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

●
重
点
目
的

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
予
防

対
策
の
推
進

③
消
火
器
事
故
防
止
対
策
の
推
進

●
火
の
用
心
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
。

②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

は
し
な
い
。

③
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

な
い
。

⑤
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い
。

⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ

足
配
線
は
し
な
い
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

※
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が
乾

燥
し
火
災
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
て
下

さ
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い
。

●
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
7
つ
の

ポ
イ
ン
ト

【
3
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
4
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
報
知
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
か
ら
消
す
た

め
に
、住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
。

平
成
16
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
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か
ん
だ
霊
園
申
込
受
付

★
申
込
資
格
　
苅
田
町
に
住
所
を
有
す
る
人

（
か
ん
だ
霊
園
使
用
許
可
者
は
除
く
）

★
受
付
期
間
　
11
月
30
日
（
火
）
ま
で
（
土
・

日
・
休
日
は
除
く
）

★
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

★
申
込
方
法
　
①
か
ん
だ
霊
園
墓
地
使
用
許
可

申
請
書
（
環
境
保
全
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
）

②
住
民
票
（
世
帯
全
員
の
も
の
、
外
国
人
に
あ

っ
て
は
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
）
を
環
境

保
全
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

<

募
集
区
画
と
使
用
料
等>

●
Ｄ
区
画
（
自
由
墓
地
・
和
洋
式
）

○
区
画
数
　
1
区
画

○
面
積
　
10
・
0
㎡

○
使
用
料
（
永
代
）

1
2
3
万
9
7
5
0
円

○
管
理
料
（
15
年
分
）

29
万
円

※
管
理
料
は
霊
園
事
業
開
始
（
平
成
6
年
度
）

か
ら
15
年
後
の
（
平
成
21
年
度
）
に
見
直
し
、

再
決
定
し
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
保
全
課
環
境
係

℡
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
3
4

給
与
所
得
の
年
末
調
整
説
明
会

「
平
成
16
年
分
給
与
所
得
の
年
末
調
整
説
明

会
」
を
次
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

★
開
催
日
時
　
11
月
18
日
（
木
）
京
都
郡
の
方

は
午
後
2
時
〜
4
時
（
行
橋
市
の
方
は
午
前
10

時
〜
12
時
）

★
開
場
　
行
橋
市
民
会
館
（
J
R
行
橋
駅
徒
歩

10
分
）

※
対
象
者
は
、
法
人
、
個
人
を
問
い
ま
せ
ん
。

※
指
定
日
時
に
ご
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

他
の
開
催
日
時
に
出
席
い
た
だ
い
て
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
（
11
月
16
日
　
豊
前
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
）

※
会
場
の
都
合
に
よ
り
駐
車
場
は
確
保
し
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
下

さ
い
。

★
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

事
前
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
「
年
末
調
整
関

係
書
類
」
の
う
ち
、
次
の
書
類

①
平
成
16
年
分
年
末
調
整
の
し
か
た

②
平
成
16
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
の
法

定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引

★
問
い
合
わ
せ
先
　

行
橋
税
務
署
法
人
課
税
部
門

℡
0
9
3
0
・
2
3
・
0
5
5
9

平
成
16
年
度
援
護
業
務
移
動
相
談
会

★
内
容
　
①
旧
軍
人
等
の
恩
給
に
つ
い
て
②
戦

傷
病
者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て
③
戦
没
者
等

あ
す
ば
る
出
前
講
座
in
か
ん
だ

シ
リ
ー
ズ
で
考
え
る
―
よ
り
楽
し
く
豊
か
に

充
実
し
た
生
き
方
を
め
ざ
し
て
―
全
4
回
―

◎
第
4
回
（
最
終
回
）

合
併
問
題
「
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
―
女
性
の
観
点
か
ら
―
」

★
日
時
　
11
月
20
日
（
土
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

★
講
師
　
北
九
州
市
立
大
学
法
学
部
　

講
師
　
森
裕
亮
さ
ん

★
会
場
　
苅
田
町
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

★
受
講
料
・
申
込
人
数
　
無
料
。
1
0
0
人

★
託
児
　
無
料
・
要
予
約
（
11
月
12
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

★
主
催
　
か
ん
だ
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
　

米
田
℡
0
9
3
・
4
3
6
・
2
0
4
6

松
尾
℡
0
9
3
0
・
2
5
・
3
8
6
0

猪
本
℡
0
9
3
0
・
2
4
・
1
5
0
0

の
遺
族
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て
④
そ
の
他
援

護
業
務
全
般
に
つ
い
て(

補
装
具
の
受
付
業
務

は
除
く)

★
会
場
　
行
橋
総
合
庁
舎
4
階
第
4
会
議
室

★
日
時
　
11
月
29
日(

月)

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

★
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
保
健
福
祉
部
国

保
・
援
護
課

℡
0
9
2
・
6
4
3
・
3
3
0
2

か
ん
だ
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
電
話
相
談
）

★
日
時
　
10
月
28
日（
木
）、
11
月
4
日(

木)

、

18
日(

木)

、
25
日(

木)

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

★
相
談
内
容
　

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
ほ
か
、
夫
婦
・
家
族
・

子
ど
も
・
対
人
関
係
な
ど
一
般
的
な
悩
み

★
問
い
合
わ
せ
先
　

℡
0
9
2
・
7
4
1
・
7
1
2
0

（
N
P
O
法
人
福
岡
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
所
）

11月21日は春の環境美化の日

快適な住みよい町づくりと地域住民が身近な美
化活動を通して美化と環境問題への意識啓発を図
るため恒例の秋の環境美化を11月21日（日）に
実施します。ご協力をお願いします。
★日時　11月21日（日）午前8時～
※雨天の場合は11月28日（日）に延期
※ 必ず分別してください
★運動の取り組み
①居住地周辺の清掃（道路、側溝など）"公共の
場（公園など）の清掃#散乱ごみの回収$使用済
みの筒型乾電池の回収%地域の特性に応じた美化
運動
★実施にあたって
①空き缶、空きビンなどの散乱ごみは、配布した
ごみ袋に可燃物、不燃物に分けて通常の指定され
た場所に集めて下さい｡
②筒型の使用済み乾電池は、近くの公民館（集会
所または区長さんの指定した場所）に午前9時ま
でに出して下さい｡
③刈り取った草木は、長さ2ｍ以内に切断し、回
収し易いようにまとめておいて下さい。ただし、
草はビニール袋に入れて下さい。
④側溝などからのしゅんせつ土砂は、回収しやす
いように集めて下さい。（空きカン、空きビンなど
不燃ごみ等の混入のないようにして下さい。）
★回収車への積込みはみなさんの手で
回収車（トラック）は、協力業者の方にボラン

ティアで提供していただいておりますので、回収
車への積込みはみなさんでお願いします。
★家庭ごみは出さないで
環境美化の日は公共の場所の清掃が目的ですの

で、家庭ごみは出さないようにお願いします。
★問い合わせ先
役場環境保全課　℡093・434・1834



⑰ 16.10.25

11
月
は
個
人
事
業
税
の
納
期
で
す

個
人
事
業
税
の
二
期
分
の
納
期
（
11
月
16
日

〜
11
月
30
日
）
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
個
人
事

業
税
は
県
内
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税

さ
れ
る
県
税
で
す
。
納
期
限
内
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
皆
様
方
が
日
頃
ご
利
用
さ

れ
て
い
る
銀
行
等
金
融
機
関
で
の
口
座
振
替
に

よ
る
納
税
手
続
も
で
き
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
先
　
行
橋
県
税
事
務
所
　
課
税

課
課
税
係
　
℡
0
9
3
0
・
2
3
・
2
2
1
7

働
く
人
の
な
ん
で
も
労
働
相
談

長
引
く
不
況
下
、
解
雇
・
賃
金
未
払
い
や
セ

ク
ハ
ラ
と
い
っ
た
問
題
を
抱
え
な
が
ら
、
ど
こ

に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
方

も
多
い
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
悩
み
に
応
え
る

た
め
、
福
岡
県
で
は
『
働
く
人
の
な
ん
で
も
労

働
相
談
』
を
開
催
し
ま
す
。
予
約
不
要
・
秘
密

厳
守
・
無
料
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

相
談
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
日
時
・
場
所
　
①
11
月
5
日
（
金
）
午
後
3

時
〜
8
時
　
八
幡
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
北

九
州
市
八
幡
西
区
相
生
町
19
ー
1
）
②
11
月
26

日
（
金
）
午
後
3
時
〜
8
時
　
ウ
ェ
ル
と
ば
た

（
北
九
州
市
戸
畑
区
汐
井
町
1
ー
6
）

★
内
容
　
福
岡
県
労
働
福
祉
事
務
所
職
員
等
に

よ
る
助
言
、
弁
護
士
相
談
（
ウ
ェ
ル
と
ば
た
会

場
の
み
）

★
主
催
　
福
岡
県
・
北
九
州
市

★
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
北
九
州
労
働
福
祉

事
務
所
　
情
報
相
談
課(

北
九
州
市
小
倉
北
区
城

内
7
ー
8)

℡
0
9
3
・
5
9
2
・
3
5
1
6

母
子
家
庭
・
寡
婦
の
た
め
の

就
業
支
援
講
習
会

★
期
日
　

平
成
17
年
1
月
18
日
〜
28
日
（
全
4
回
）

★
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

★
受
講
資
格
　
母
子
家
庭
の
母
又
は
寡
婦
で
あ

る
こ
と
。ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
課
程
修
了
者
。

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
従
事
す
る
こ
と
を
希

望
す
る
者
及
び
既
に
従
事
し
て
い
る
者
で
、
全

課
程
受
講
で
き
る
も
の
。

★
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
、

諸
費
と
し
て
7
0
0
0
円
は
自
己
負
担
）

★
定
員
　
10
人

★
申
込
方
法
　
各
市
町
村
福
祉
担
当
課
及
び
県

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
保
健
福
祉
課
に
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

★
申
込
締
切
　
11
月
15
日
（
月
）

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
福
祉
法
人

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
（
〒
8
1
6
ー

0
8
0
4

春
日
市
原
町
3
丁
目
1
ー
7
）

℡
0
9
2
・
5
8
4
・
3
9
2
2

FAX
0
9
2
・
5
8
4
・
3
9
2
3

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
・

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
養
成
研
修

★
受
講
資
格
　
全
日
程
を
受
講
で
き
、
ガ
イ
ド

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

の
知
識
、
技
能
の
習
得
を
希
望
す
る
者
、
及
び

在
宅
福
祉
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
希
望
す
る

者
。

★
研
修
期
間
　
○
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
　
11
月
28

日
（
日
）
〜
12
月
11
日
（
土
）「
全
3
回
」

○
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
　
11
月
27
日
（
土
）

〜
平
成
17
年
3
月
26
日
（
土
）「
全
22
回
」

★
場
所
　
勝
山
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン

グ
レ
ー
ド
か
つ
や
ま
」
研
修
室
（
勝
山
町
大
字

黒
田
86
―
1
）

★
受
付
期
間
　
11
月
1
日
〜
定
員
に
な
り
次
第

締
切
（
定
員
15
人
）

★
申
込
要
領
　
電
話
又
は
F
A
X
で
予
約
頂
け

れ
ば
、「
申
込
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

福
岡
県
高
齢
者
福
祉
生
活
協
同
組
合
勝
山
事
業

所
（
〒
8
2
4
ー
0
8
2
2

勝
山
町
大
字
黒

田
7
0
9
ー
1
）

℡
・
FAX
0
9
3
0
・
3
2
・
3
6
1
6

平成17年度新入学児童就学時健康診断
教育委員会学校教育課
TEL093・434・1998

この健康診断は、就学予定のお子さんに対し、あらかじめ健
康診断を行い、状況を把握し保健上必要な助言等を行うもので
す。
なお、当日は各学校において、教育相談もお受けすることに

しておりますので、お子さんについてご相談のある方は、お気
軽にお申し出ください。

指名手配被疑者の検挙にご協力を

平成16年9月末現在、全国の警
察から指名手配されている者は、
警察庁指定特別手配被疑者として
地下鉄サリン事件などで特別手配
しているオウム真理教関係被疑者
3人をはじめとして、約3000人
に上がっております。これらの被
疑者は、殺人、強盗等の凶悪事件、
暴行、傷害等の粗暴事件、窃盗事

件、詐欺、横領等の知能犯事件等に関して手配されており、再び
犯行を繰り返すおそれがあるので、早急に検挙しなければなりま
せん。警察では、特に重大な犯罪の被疑者を選定して、11月中に
全国警察の総力を挙げて追跡捜査を行うこととし、これら被疑者
の早期検挙に取り組んでいるところです。この指名手配被疑者の
発見に向けた各種捜査活動には、市民のみなさんのご協力がぜひ
とも必要です。指名手配被疑者によく似た人を見かけたといった
情報等どんなささいなことでも結構ですので、警察に通報してい
ただくようお願いします。

学校名 実　施　日 受付開始 検査開始 
苅田小学校 11月17日（水） 13時30分 14時00分 

馬場小学校 11月16日（火） 13時15分 13時45分 
南原小学校 11月  5日（金） 13時30分 14時15分 
与原小学校 
片島小学校 
白川小学校 11月  5日（金） 

11月24日（水） 
11月10日（水） 

12時50分 13時30分 
13時40分 14時00分 

13時20分 14時00分 

平成17年度新入学児童就学時健康診断日程表 



く ら し の 情報 

16.10.25 ⑱

サ
タ
デ
ー
ス
マ
イ
ル
事
業

（
電
子
工
作
教
室
）

苅
田
工
業
高
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

イ
ラ
イ
ラ
棒
や
エ
コ
ラ
イ
ト
な
ど
を
作
る
工

作
教
室
で
す
。
製
作
し
た
作
品
は
お
持
ち
帰
り

で
き
ま
す
。

★
日
時
　
11
月
20
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
12
時

★
場
所
　
苅
田
町
立
三
原
文
化
会
館

★
参
加
対
象
　
小
・
中
学
生(

先
着
20
人
程
度)

★
参
加
費
　
5
0
0
円
（
保
険
代
）

★
申
込
締
切
　
11
月
15
日
（
月
）（
た
だ
し
、
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

福
岡
県
立
苅
田
工
業
高
等
学
校
　

℡
0
9
3
・
4
3
6
・
0
9
8
8

「
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
」

門
司
海
上
保
安
部
か
ら
の
お
願
い

青
く
美
し
い
海
を
未
来
に
残
す
の
は
私
た
ち

の
責
任
で
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や
空
き
缶
等

の
ゴ
ミ
を
川
や
海
に
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
海
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
を
見
た
り
、
油

が
浮
い
て
い
る
の
を
発
見
し
た
場
合
な
ど
は
局

番
な
し
「
1
1
8
」
で
海
上
保
安
庁
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
公
庫
融
資
を
ご
返
済
中
の
方
へ
〜

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
融
資
の
ご
返
済
で
お

困
り
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
安
心
し
て
今
後
の

ご
返
済
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
返
済
相
談
を

承
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
お
客
様
と
の
ご
相

談
に
よ
り
、
返
済
期
間
の
延
長
な
ど
お
客
様
の

状
況
に
応
じ
た
返
済
方
法
の
変
更
に
も
柔
軟
に

対
応
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
在
ご
返
済
中
の

金
融
機
関
か
住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
店
ま
で
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ
先
　

住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
店
債
権
管
理
課
　

℡
0
9
2
・
7
2
2
・
5
0
1
6

住
宅
金
融
公
庫
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.jyu
ko
u
.g
o
.jp

求
人
自
己
検
索
シ
ス
テ
ム
で

「
簡
単
」
仕
事
探
し
！

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行
橋
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
で

「
簡
単
」「
便
利
」「
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
」
に
お
仕

事
探
し
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
職

種
別
、
地
域
別
に
仕
事
が
探
せ
る
求
人
自
己
検

索
シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
な

お
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行
橋
で
は
、
そ
の
他
職
業

相
談
や
職
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
仕
事
に
就
く
た
め

の
就
職
実
践
講
座
）、
就
職
支
援
の
た
め
の
各

種
の
情
報
の
提
供
な
ど
幅
広
く
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
仕
事
探
し
の
際

は
、
お
気
軽
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行
橋
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行
橋
（
行

橋
公
共
職
業
安
定
所
）
求
人
・
職
業
相
談
部
門

℡
0
9
3
0
・
2
5
・
8
6
0
9

求
職
者
向
け
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
研
修
の
ご
案
内

福
岡
県
若
年
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
企
業
の
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
と
し
て
従
事
す
る
た
め
に
必
要
な
Ｉ
Ｔ
ス
キ

ル
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
習
得
の
た
め
の
研
修

を
実
施
し
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
企
業
へ
の
就

職
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

★
対
象
　
35
歳
未
満
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
へ
の

就
職
意
欲
が
あ
る
県
内
居
住
の
方
。（
た
だ
し
、

過
去
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
経
験
の
あ
る
方
に
つ

い
て
は
40
歳
以
下
の
方
も
対
象
と
し
ま
す
）

★
定
員
　
20
人
（
毎
月
開
催
）

★
講
座
内
容
　
○
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
面
接
技

法
○
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
技
法
○
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
概
要
○
電
話
応
対
の
基
礎
○
聴
く
力
の

基
礎
○
伝
え
る
力
の
基
礎
○
事
務
処
理
の
基

礎
○
就
職
塾
○
会
社
説
明
会

※
詳
し
く
は
左
記
に
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ
先
　
㈱
福
岡
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
市
大
字
幸
袋
5
2
6
番
地

の
1
）
TEL
0
9
4
8
・
2
1
・
1
2
8
１

満水時貯水量 
　　（千m ） 

貯水量 
（千m ） 

貯水率 
（％） 

同期平年 
貯水率（％） 

油木ダム 山口ダム 井ノ口池 

3

3

平成16年10月15日現在（夏季） 

水道局から水源の状況を 
お知らせします。 

14,450 800 220

12,962 800 220

89.7 100.0

65.1

100.0

「8020」すこやかLife
―生涯を通じた歯科保健大会―

★日時　11月7日（日）午前11時～午後4時
★場所　コスメイト行橋（行橋市中央1丁目9ー3）

℡0930・25・2300
★内容　
◎お口に関する各種イベント（午前11時～午後3時30分）・お
口なんでも相談・フッ素無料塗布・審美相談（インプラント、
ホワイトニング）・気になる口臭・無料健診（骨粗しょう症、
動脈硬化症）・お薬なんでも相談・入れ歯展示、相談
◎歯科保健大会 ・高齢者良い歯の表彰（午後１時～2時）・公
開フォーラム（午後2時～4時）講師　松股孝先生（中津市民病
院院長）、安細敏弘先生（九州歯科大学予防歯科学講座助教授）、
福田純子先生（エッセイスト・笑顔共和国大統領）
◎豪華お楽しみ抽選会（フォーラム終了後）
温泉宿泊券、DVDプレーヤーなど
★対象　一般県民　　★入場料　無料
★主催　福岡県、福岡県歯科医師会、行橋市
※また「歯医者さんの無料歯科健診」を11月8日（月）～13日
（土）まで福岡県歯科医師会会員診療所にて実施します。詳しく
は下記に問い合わせください。
★問い合わせ先　社団法人　京都歯科医師会　

TEL0930・24・7777



⑲ 16.10.25

第3回ギャラリー「白川の郷」開催

秋・・・私たちの住んでいる所、なにもないけれど光
に映える植物たちのささやきが聞こえる。都会の喧騒か
らのがれ、一度、来てみませんか。ギャラリー「白川の
郷」へ・・・
とれたての白川米、田舎蕎麦でおもてなしします。
★期日　11月12日（金）～14日（日）

午前10時～午後4時
★内容　パッチワーク、古布、洋品雑貨、竹炭、農産物、

陶器、等々
※13日（土）は餅つきを行います。
★場所　ギャラリー「白川の郷」（苅田町大字黒添179番地）
★問い合わせ先　田中

TEL0930・24・2643
携帯090・7292・4492

日産九州工場オープンデー

●日時　11月3日（水）午前10時30分～午後4時　
●工場見学スケジュール　
10：30～　ドリームパーク23内の散策

ゲストホール館内の見学
11：15～12：45（午前の部）
13：30～15：00（午後の部）
第2工場見学（第2車体館ー第2塗装館ー第2組立館）
※希望者には廃水処理場見学も
●会場周辺のイベント（ドリームパーク内）
①軽食コーナー（うどん、そば、カレー、焼きそばな
どを割安で提供します）
②子供コーナー（綿菓子、輪投げ、磁気電車など）
③ゴミ分別体験の実施
●交通アクセス　ＪＲ苅田駅からの送迎バスあり。
※くわしくは、日産自動車（株）九州工場総務課

（TEL 093・435・1111）

苅田町青少年育成町民会議設立15周年記念

福岡県青少年県民の集い苅田大会

●日時　11月21日（日）午後1時～
●場所　中央公民館大ホール
●内容　中学生の主張

野球解説者　秋山幸二氏の講演など
※くわしくは次号でお知らせします。

秋季バレーボール大会
☆日時　11月21日（日）

午前9時開会（受付8時30分）

☆会場　苅田町総合体育館

☆参加資格　原則として町内在住在職の男女、一般社会

人、家庭婦人

☆申込方法　11月16日（火）までに体育協会事務局へ。

※申込用紙は事務局に用意しています。

☆主将会議　11月16日（火）

午後6時30分

苅田町総合体育館会議室

※参加チームの代表者は必ず出席のこと。(事務局の一任、

関係チームの代理は受け付けません。)

苅田町秋季
ソフトバレーボール大会
☆日時　11月28日（日）

午前9時開会（受付8時30分）

☆会場　苅田町総合体育館

☆主催　苅田町体育協会

☆参加資格　原則として苅田町在住在職の一般社会人、

及び苅田町在住の小学生

☆種目

・トリムシルバーの部 （40歳以上の男女各2名）・ト

リムフリーの部　（一般社会人男女各2名）・レディー

スシルバーの部（40歳以上）

・レディースフリーの部 （一般社会人）

・ファミリーの部（親子各2名・・・大人男女各１名と

小学生2名）

☆競技方法　予選はリンクリーグ戦、決勝はトーナメント

で行う。

☆組合わせ抽選会　主催者抽選

☆申込方法　11月16日、午後5時までに所定の申込用

紙に記入押印の上、苅田町体育協会事務局へ提出。

※申込用紙は体育協会事務局に用意しています。

第59回国民体育大会秋季大会の出場者

10月23日（土）から10月28日（木）までの6
日間、埼玉県において開催されます標記大会に、苅
田町から本県代表として2名の方が出場しますので
お知らせいたします。
◎ウエイトリフティング
（成年男子・監督）
守昌宏（馬場）八幡中央高校
◎銃剣道（成年男子・監督）
木村重美（新津）第40普通科連隊

スポーツ情報
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●ステージコーナー（午前11時～午後2時）
バンド演奏・抽選会、苅田学園・くすの木作業所による出

し物など

●ふれあい餅つき（午前10時30分～）
●模擬店 （午前10時30分～午後2時）

たこ焼き、焼きそば、カレー、うどんなど

●パンジーシネマ(アニメ上映会)
（午前10時30分～午後1時30分）
●アルコール体質判定コーナー
当日受付　先着100名（午前10時30分～11時30分）

●子育て支援センター手作りおもちゃコーナー
自由参加　（午前10時30分～12時30分）
簡単なおもちゃ作りを体験してみませんか？何ができるか
な？お楽しみに！

●フリーマーケット「幸祭」同時に開催
（午前10時30分～午後2時）

●バザー（午前11時～12時）
日用品、手作品など

※バザー品を募集しています！
（11月5日まで）

★問い合わせ先　
苅田町社会福祉協議会　TEL093・434・3641
※雨天の場合は、内容が若干変更になることがあります。

※お詫びと訂正　10月10日号でスタンプラリーの開催
予定について掲載いたしましたが、今年は行いません。大
変ご迷惑をおかけいたしました。

骨密度測定

★時間　午前11時～午後2時
★受付人数　100人（先着順）
※事前に申し込みが必要です。
★申込方法　10月20日（水）午前8時30分より電話に
て受け付けています。
★ 測定料　600円（当日徴収致します。）
★申込・問い合わせ先　パンジープラザ(健康福祉支援係)

TEL093・436・5115

100人でLet'sエアロ！
魅せるエアロ、初心者エアロから上級者エアロまで体

験してみませんか！　
★時間　午前11時～12時
★定員　100人（先着順）※事前に申し込みが必要です
★申込方法　10月20日（水）午前8時30分より電話に
て受け付けてます。
※医師から運動をとめられている方は参加できません。
★持参品　体育館シューズ(上履き）、タオル
★申込・問い合わせ先　パンジープラザ（健康福祉支援係）

TEL093・436・5115

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・
Ｂ
Ｃ

Ｇ
の
接
種
に
関
す
る
法
律
の

改
正
予
定
に
つ
い
て

現
在
は
、
4
歳
に
な
る
ま
で
に
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
接
種
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
国
の
法
律
が
変
わ

る
予
定
で
す
。
平
成
17
年
4
月
1
日
か

ら
、
１
歳
に
な
る
ま
で
に
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
を
行
わ
ず
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
直
接
接

種
す
る
予
定
で
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
17
年
4
月
1
日
以
降
は
、
１
歳
を

過
ぎ
る
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
見
通
し
な
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

℡
0
9
3
・
4
3
6
・
5
1
1
5

11月14日（日） 午前10時30分～午後2時 
会場　パンジープラザ 
　 主催　苅田町・苅田町社会福祉協議会・苅田町ボランティア連合会 
問い合わせ先　苅田町社会福祉協議会　TEL093・434・3641 

パンジーフェスタ  2004

　総合保健福祉センター 

 

パンジープラザ パンジープラザ 

TEL 093・436・5115

11月10日（西部公民館） 11月12日（西部公民館） 

ツベルクリン反応 BCG

12月14日（パンジー） 12月16日（パンジー） 
1月20日（福祉会館） 1月18日（福祉会館） 
2月17日（パンジー） 2月15日（パンジー） 

3月  8日（西部公民館） 3月10日（西部公民館） 

平
成
　
年 

平
成
　
年 

17

16

●ツベルクリン・BCG接種日程表 



16.10.25

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

高
齢
者
等
ヘ
の
公
費
負
担
制
度
の
実
施

●
対
象
者
　

①
65
歳
以
上
の
者

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ
っ
て
、

心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の

機
能
又
は
人
ウ
イ
ル
ス
免
疫
不
全
に

よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る

者
と
し
て
厚
生
労
働
省
に
定
め
る
も

の
（
②
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
事
前

に
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
ま
で
ご
相
談
下

さ
い
）

・
必
ず
医
療
機
関
窓
口
に
「
健
康
保

険
証
」（
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

方
は
「
診
療
依
頼
書
」）
を
ご
提
示

下
さ
い
。

・

予
約
制
で
す
の
で
、
前
日
ま
で

に
電
話
予
約
等
を
し
て
下
さ
い
。

※
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
義
務
で
は
な
く
、
ご
本
人
が

接
種
を
希
望
す
る
意
志
が
確
認
で
き

る
場
合
の
み
接
種
可
能
で
す
。

●
接
種
時
期
　
11
月
1
日
（
月
）
〜

平
成
17
年
2
月
28
日
（
月
）

●
接
種
料
金
　
行
橋
京
都
郡
内
の
指

定
医
療
機
関
で
は
、
自
己
負
担
は
一

律
1
0
0
0
円
で
す
。（
生
活
保
護

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
無
料
で

す
。）

●
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
福
祉
支
援

係
（
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

℡
0
9
3
・
4
3
6
・
5
1
1
5

◎
平
成
16
年
度
苅
田
町
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
指
定
医
療
機
関
名
簿

上
田
医
院
、
小
波
瀬
病
院
、
川
上
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
苅
田
病
院
、
温
知
堂

木
下
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
木
村
医
院
、
桑

原
医
院
、
健
和
会
京
町
病
院
、
佐
々

木
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
重
見
医
院
、
武
田

眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
た
じ
り
整
形
外

科
胃
腸
科
医
院
、
た
じ
り
小
児
科
医

院
、
田
添
医
院
、
筒
井
小
児
科
内
科

医
院
、
原
田
皮
膚
科
医
院
、
三
木
医

院
、
三
原
医
院
、
村
尾
医
院
、
安
井

医
院
、
安
田
内
科
医
院

心
の
健
康
相
談

次
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り
の
方

は
、
気
軽
に
ご
相
談
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

・
精
神
的
な
原
因
で
イ
ラ
イ
ラ
す

る
、
眠
れ
な
い
な
ど
の
症
状
が
続
い

て
い
る
方

・
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
心
の
悩
み

や
、
家
庭
・
職
場
・
学
校
で
の
対
人

関
係
の
悩
み

・
ご
家
族
や
知
人
の
性
格
、
行
動
な

ど
が
心
配
な
と
き

・
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
乱
用
、
拒
食

や
過
食
に
関
す
る
悩
み
な
ど

●
日
時
　
11
月
18
日
（
木
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

●
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

健
康
相
談
室

●
ス
タ
ッ
フ：

井
本
浩
之
先
生
（
井

本
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
院
長
）、
町
保
健

師
、
京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

保
健
師

※
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す
。

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
　

健
康
福
祉
支
援
係

（
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

℡
0
9
3
・
4
3
6
・
5
1
1
5

福
岡
県
障
害
者
文
化
祭

●
日
時
　
11
月
3
日

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
場
所
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
春
日
市
原
町
3
ー
１
ー
7
）

●
内
容
　
福
岡
県
立
城
南
高
等
学
校

和
太
鼓
部
の
演
奏
、
応
募
グ
ル
ー
プ

の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
障
害
者
福
祉
活

動
の
紹
介
、障
害
者
疑
似
体
験
活
動
、

盲
導
犬
紹
介
・
体
験
、
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ス
等
写
真
展
、
障
害
者
の
手
作

り
パ
ン
・
工
芸
品
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ザ

ー
コ
ー
ナ
ー

●
入
場
料
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
障
害
者

文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局(

福
岡

県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ

ー)℡
0
9
2
・
5
8
4
・
6
0
7
0

※
今
年
度
は
、
と
び
う
め
国
文
祭
の

障
害
者
美
術
部
門
で
あ
る
「
つ
な

ぐ
！
ひ
と
ま
ち
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
と
の
同
時
開
催
で
す
。

☆
芋
ほ
り(

館
外
活
動)

体
験
を
通
し
て
土
や
芋
の
感
触
を

楽
し
み
、
収
穫
す
る
事
の
喜
び
を
知

る●
日
時
　
11
月
4
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
12
時

●
場
所
　
小
波
瀬
駅
前
通
り
、
原
田

皮
膚
科
隣
の
芋
畑

※
大
熊
公
園
午
前
10
時
集
合
（
時
間

厳
守
）

●
参
加
対
象
　
0
歳
〜
5
歳
児

●
持
参
す
る
物
　
シ
ャ
ベ
ル
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
、
タ
オ
ル
（
濡
れ
タ
オ
ル
）、

着
替
え
等

※
雨
天
の
場
合
は
、
中
止
で
す

☆
シ
ー
ル
遊
び
　

シ
ー
ル
を
貼
っ
た
り
は
が
し
た
り
指

先
の
運
動
を
楽
し
む

●
日
時
　
11
月
11
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
12
時

●
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
和
室

●
参
加
対
象
　
0
歳
〜
１
歳
児

☆
新
聞
紙
遊
び
　

新
聞
紙
を
破
っ
た
り
、
筒
に
し
た

り
、
仮
装
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
工
夫

す
る

●
日
時
　
11
月
18
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
12
時

●
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
和
室

●
参
加
対
象
　
2
歳
〜
5
歳
児

☆
新
聞
紙
遊
び
　

新
聞
紙
を
破
っ
た
り
、
筒
に
し
た

り
、
仮
装
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
工
夫

す
る

●
日
時
　
11
月
19
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
12
時

●
場
所
　
小
波
瀬
コ
ミ
ニ
テ
ィ

●
参
加
対
象
　
0
歳
〜
5
才
児

☆
製
作
遊
び
　

手
作
り
お
も
ち
ゃ
を
作
り
、
そ
れ

を
使
っ
て
遊
ぶ

●
日
時
　
11
月
25
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
12
時

●
場
所
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16.10.25 �

松山公民館 
松原公民館 
西苅田バス停 
雨窪バス停 
取石神社前 
北公民館 
苅田小学校前 
キッチンポケット前 
パンジープラザ 

10：00 
10：02 
10：06 
10：08 
10：13 
10：15 
10：17 
10：18 
10：23

11：10 
11：12 
11：16 
11：18 
11：23 
11：25 
11：27 
11：28 
11：33 
 

長狭川大橋付近 
利すし前 
共栄陸運（株）前 
樋の元橋信号付近 
小波瀬バス停 
与原バス停 
尾倉住宅前バス停 
近衛橋バス停 
南原バス停 
苅田町役場前バス停 
苅田駅前バス停 
苅田中町バス停 
東陶エンプラ（株）前 
パンジープラザ 

山口バス停 
八田山公民館前 
稲光上集会所入口前 
稲光公民館前 
JA稲光支所 
葛川バス停 
旭ヶ丘団地入口 
岡崎バス停 
片島交差点 
木ノ元集会所前 
猪熊集会所前 
今古賀Ｙショップ前 
ＪＲ小波瀬西工大前駅 
桜ヶ丘セブンイレブン 
青い鳥保育園入口 
誠善社前 
図書館前 
中村歯科前 
パンジープラザ 

■松山・松原・雨窪方面（かんだ号１号車） 

■白石方面（かんだ号2号車） 

■白川方面（パンジー号） 

パンジーフェスタ2004　送迎バス運行表 

10：00 
10：02 
10：04 
10：08 
10：13 
10：14 
10：15 
10：16 
10：18 
10：19 
10：21 
10：22 
10：24 
10：26 
 

 11：10 
11：12 
11：14 
11：18 
11：23 
11：24 
11：25 
11：26 
11：28 
11：29 
11：31 
11：32 
11：34 
11：36

9：40 
9：42 
9：44 
9：45 
9：46 
9：47 
9：49 
9：52 
9：53 
9：56 
9：57 
9：58
10：01 
10：03 
10：04 
10：05 
10：07 
10：08 
10：13

11：00 
11：02 
11：04 
11：05 
11：06 
11：07 
11：09 
11：12 
11：13 
11：16 
11：17 
11：18 
11：21 
11：23 
11：24 
11：25 
11：27 
11：28 
11：33 
 

赤
ち
ゃ
ん
を
む
か
え
る
家
族
が

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。

初
め
て
の
出
産
で
不
安
な
方

も
、
経
験
者
の
方
、
お
友
達
を
つ

く
り
た
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。

み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
く
赤
ち

ゃ
ん
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！
（
予
約
制
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）

●
5
課

丈
夫
な
歯
は
お
な
か
の
中
か
ら
！

10
月
28
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
3
時

町
内
の
歯
科
医
師
会
の
先
生
・

歯
科
衛
生
士
さ
ん
か
ら
、
妊
娠
中

か
ら
の
お
母
さ
ん
の
心
が
け
が
い

か
に
赤
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
大
切
な

の
か
、
ま
た
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

の
虫
歯
予
防
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
等

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の

歯
を
し
っ
か
り
守
っ
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。

●
6
課

赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
離
乳
食
講
座

11
月
6
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
12
時

赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
・
・
と
悩
む

方
が
大
変
多
い
よ
う
で
す
が
、
離

乳
食
が
簡
単
に
作
れ
る
こ
と
を
皆

さ
ん
に
実
際
見
て
、
体
験
し
て
頂

こ
う
と
思
い
ま
す
。
離
乳
食
づ
く

り
に
奮
闘
中
の
方
も
、
も
う
一
度

食
品
添
加
物
な
ど
に
つ
い
て
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
赤
ち
ゃ
ん
・
ご

家
族
の
安
全
な
食
生
活
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

★
会
場
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
（
苅

田
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

★
受
付
時
間
　

各
講
座
の
始
ま
る
15
分
前

★
持
っ
て
く
る
物
　
母
子
手
帳
・

筆
記
用
具

★
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
支
援
係

（
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

TEL
0
9
3
・
4
3
6
・
5
1
1
5

よ
う
こ
そ
！
両
親
学
級
へ

※
帰
り
に
つ
い
て
は
、
各
方

面
と
も
、
12
時
30
分
、
午
後

2
時
20
分
の
出
発
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
が
、
イ
ベ
ン
ト

の
進
行
上
、
多
少
遅
れ
る
こ
と

が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
帰
り

の
バ
ス
運
行
は
、
行
き
と
逆
に

出
発
し
ま
す
が
、
多
少
変
更
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。



萩の会料理講座生徒募集

夕食の一品に加えられる料理を作ります。明るく優しい先
生が指導してくれます。
★日時　毎月第1水曜日　午後2時～4時
★場所　中央公民館　
★募集人員　9人程度
★問い合わせ先　土居　TEL093・436・6259

久本　TEL093・434・3391

男性専科料理講習会

男性の皆さん、自分で料理を作ってみませんか？
★日時　11月26日（金）午前10時～午後1時
★場所　パンジープラザ調理室
★募集人員　20人（先着順）
★受講料　無料
★応募資格　55歳以上
★申込締切　11月10日（水）
★持参品　エプロン、フキン、筆記用具
★申込・問い合わせ先　
苅田町シルバー人材センター　TEL093・435・3221

苅田町老人クラブ連合会囲碁将棋大会

★日時　11月15日（月）午前9時～午後4時
（受付は午前9時30分まで）

★場所　苅田町総合福祉会館　TEL093・434・2350
★参加資格　苅田町老人クラブ会員

（当日弁当代500円必要）
★参加申込　各老人クラブごとにとりまとめて、参加申込書
に所要事項ご記入のうえ、お申込ください。
★申込先　苅田町老人クラブ連合会事務局（パンジープラザ
内）または上記苅田町総合福祉会館
★申込締切　11月8日（月）
★問い合わせ先　増田　TEL093・436・1668
※弁当代500円は大会当日受付にて各区単位で一括支払を
お願いいたします。

与原小学校ふれあいバザー

たくさんのご来場をお待ちしています。
★日時　11月13日（土） 午前10時～
★場所　与原小学校体育館
★内容　贈答品、手作り品、子ども喫茶、おふくろの味など
各コーナー
★主催　与原小PTA学年学級委員会
★問い合わせ先　与原小学校　TEL0930・22・0399

16.10.25

伝言コーナー

水曜名画座（一般向け）
～新作の邦画です～
3日 スパイ・ゾルゲ　　　 182分

主演：本木　雅弘
10日 ドールズ　　　　　　 113分　

主演：菅野　美穂
17日　さとうきび畑の唄　 154分

主演：明石家　さんま
24日 どら平太 111分

主演：役所　広司

日曜子ども映画会
≪宮崎駿アニメ特集≫
～新作「ハウルの動く城」にちなんで
7日 風の谷のナウシカ　　 124分
14日 となりのトトロ　　　　 86分
21日 魔女の宅急便　　　　 102分
28日 天空の城ラピュタ　 124分

[一般] 俳句と短歌と川柳と
今年は国民文化祭が福岡県を舞台に行われ、苅田

町では11/2、11/3の二日間にわたって「連句大
会」が開かれます。隣の行橋市では伝統の「連歌大
会」ということで、この秋、皆さんも俳句や短歌に
親しんでみませんか。

[児童] おしごと、がんばって！！
11/23は勤労感謝の日。働くって大変そう……

大きくなったら何になる？小人のくつやさん、カラ
スのパンやさん、ケーキやさん、おいしゃさん、先
生などなど、たいへんだけれど、楽しい「お仕事の
おはなし」を読んでみませんか？

苅田町立図書館からのお知らせ
11月3日（水）、本館のみ祝日開館をしています。
※11月2日（火）は、館内整理日のため全館お休み
します。
★ 問い合わせ先
苅田町立図書館　TEL093・436・0946

図書館情報

木曜日と金曜日は午後8時までご利
用できます。

図書館　 TEL093・436・0946

11月の映画会
（午後2時～AVホール）

特設コーナー



長い間、ありがとうございました
交通指導員の山田さんが退任
苅田町交通指導員　山田隆さんが9月30日で退任することと

なり、苅田小学校児童より感謝状と花束が贈呈されました。
交通指導員として、昭和59年1月から平成16年9月まで20

年という長い間、苅田町の交通安全推進にご尽力いただき、大
変お疲れ様でした。

■社協法律相談
★日時　11月1日（月）午後1時30分～4時30分
★場所 パンジープラザ　★相談員　弁護士　※電話予
約制で10月28日(木）午前8時30分から受付　先着8
人　苅田町社会福祉協議会（TEL093・434・3641）
■社協心配ごと相談
★日時　11月2（火）、9（火）、16（火）、30日（火）
午前10時～午後3時　★場所　パンジープラザ　★相
談員　民生児童委員、人権擁護委員、行政・母子・婦
人各相談委員※当日電話相談も受け付けます。
（TEL093・434・3647）
■身体障害者心配ごと相談
★日時　11月2日（火）午後１時30分～4時　★場所
パンジープラザ　★相談員　苅田町身体障害者相談員
3人※当日電話相談も受け付けます。
（TEL093・434・3647）
■社協介護ホッと相談
★日時　11月6日（土）午前10時30分～12時　★
場所　パンジープラザ　★相談員　介護体験者 ※痴呆
を考える会「さくら」つどいと同時開催
■社協障害者生活支援相談
★日時　11月26日（金）午前10時～12時　★場所
パンジープラザ　★相談員　苅田町社協あんしんセン
ター担当職員　★問い合わせ先　苅田町社会福祉協議
会（TEL093・434・3641）
■社協ふくし何でも相談会
★日時　11月19日（金）午前10時～午後1時　★場
所　エル苅田店内(リカーシヨップさくら横)★相談員
苅田町社協あんしんセンター担当職員　★問い合わせ
先　苅田町社会福祉協議会（TEL093・434・3641）
■京築地区福祉人材バンク職業紹介
★日時　11月19日（金）午前10時～12時　★場所
パンジープラザ　★問い合わせ先　京築地区福祉人材
バンク(TEL0930・23・8495）
■弁護士による無料法律相談
★日時　11月2日（火）午後1時～4時　★受付　当
日の午前9時から電話で予約（先着6人まで） ★場所
福岡法務局行橋支局相談室(行橋市大橋2丁目22－10）
★相談内容　法律問題全般　★問い合わせ・予約先
福岡法務局行橋支局（TEL0930・22・0476）
■福岡県巡回交通事故相談
★日時　11月24日（水）午前10時～午後4時（受付
は午後3時まで） ★行橋市総務課広報広聴係（行橋
市中央1丁目1－1） ★常設・福岡県交通事故相談所
（TEL092・643・3168）
■苅田商工会議所における出張年金相談
★日時　11月17日（水）午前１0時～午後3時　
★場所　苅田商工会議所　★問い合わせ先　小倉南社
会保険事務所（TEL093・471・8866）
■行政相談
★日時　11月30日（火）午後１時30分～4時　★場
所　三原文化会館　★内容　役所の仕事についての苦
情・相談　★相談員　木谷禮子さん

無料相談日程無料相談日程 無料相談日程 

※母子健康手帳を持参してください 
※問い合わせ先　パンジープラザ  TEL０９３・４３６・５１１５ 

集団予防接種　受付 午後１時30分～2時 
　　　種　類　　　　　日　程　　　　　会　場 
　ツベルクリン　　11月 10日(水）   　

 （判定・ＢＣＧ）   （12日（金）） 
 
乳幼児相談　受付 午前９時３０分～１０時 
　　相 談 名　　 　　  日　程　　　　　会　場 
赤ちゃん健康相談　11月  2日（火）パンジープラザ 
 
乳幼児健診　受付 午後１時３０分～２時会場 パンジープラザ　　
健 診 名　　　　　日　程　　　　　対　象 
4か月児健診　　　  11月 4日（木） 
7か月児健診　　　　　     
１歳6か月児健診　　　   
3歳児健診　　　　　　  

乳幼児の予防接種乳幼児の予防接種・相談相談・健診日程健診日程 乳幼児の予防接種・相談・健診日程 

 

西部公民館 
西部公民館 

9日（火） 
17日（水） 
24日（水） 

Ｈ16.　3月生まれ 
Ｈ16.　6月生まれ 

Ｈ15.　4月生まれ 
Ｈ13. 10月生まれ 

役場代表番号（案内） 
TEL ０９３・４３４・１１１１ 
FAX ０９３・４３６・３０１４ 
ホームページ 
http://www.town.kanda.lg.jp

広報かんだ　 
発行／苅田町 
編集／情報政策室おしらせ係 
〒800-0392 
苅田町富久町１丁目19番地１ 
TEL０９３・４３４・１９２１ 

人のうごき
（9月末現在）
出生　 21人
死亡 19人
転入 115人
転出　　133人
人口34,966人
男 17,102人
女 17,864人

世帯数13,824世帯

  月  
   
  8 
15 
22 
29 
 

  日 
  
  7 
14 
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28 
 

  水  
   
10 
17 
 

  木 
   
11 
18 
25 
 

  金  
  5    6 
12  
19 
26  

  土  
    
13 
20 
27 
 

  火 
   
  9 
16 
23  24 
30  

 　11月 （NOVEMBER） 
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■補聴器相談
★日時　11月9日（火）、16日（火）、24日（水）午後3時～3時30分（2回
目は午後3時～4時）
★場所　パンジープラザ　
★問い合わせ先パンジープラザ　（TEL093・436・5115）

トピックス トピックス 
ミ ニ 


